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なんやかんや「大原野」推進協議会では、大原野「地域ブランド」戦略※に

基づき 10 年間、大原野の活性化に取り組んできました。その道のりを振り返っ

て感じたのは、「まだまだ大原野の魅力を伝えきれていない」ということ。

だから、改めて伝えたい――。

そのために、この冊子を作りました。

この冊子は、10 年間の協議会の取組をまとめた “ アルバム ” であり、大原野

の今を届ける “ マガジン ” です。

これまでの取組を紹介しつつ、大原野で主体的に何かをしている素敵な人た

ちを取材し、一人ひとりの大原野への想いを集めた一冊です。

大原野で生まれ育った人、大原野に U ターンや I ターンをした人…

縁あって今の大原野というまちをつくっている “ 人 ” に焦点を当て、等身大

の姿を届けることで、きっと多様な大原野の魅力を伝えることができるはず

だと、信じています。

この春から、協議会は新しく、つなぐ・つながる「大原野」づくりプロジェ

クトをスタートします。みなさまに新しい出発のご挨拶ができればと、この

冊子を「Hello！Oharano」と名付けました。

「Hello！Oharano」が、読んでくださったみなさまと大原野をつなぎ、何か

が生まれるきっかけになれば幸いです。

2025 年 3 月　桜のつぼみがほころび始めた頃に
なんやかんや「大原野」推進協議会

※大原野「地域ブランド」戦略：2015 年 2 月策定。大原野の地域特性を生かし、
　「農業」と「観光」に焦点を当てて、取りまとめられた大原野の地域活性化策。

はじめに

◀フジバカマ（藤袴）

秋の七草のひとつで万葉集にも詠まれ、古くから

人々に親しまれてきました。

その貴重な野生種が大原野で見つかり、なんやか

んや「大原野」推進協議会では、住民の方たちと

一緒に保存活動に注力してきました。

香りが良いことから別名「蘭草」や「香草」とも

呼ばれ、花が咲くと蜜を求めて、浅葱色（水色）

の羽が美しい蝶「アサギマダラ」が飛来します。
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数　と絵で数　と絵で
見る大原野見る大原野

京都市西京(にしきょう)区の西端に位置する大原野。
市内中心部からは離れており、文化や交通の面においては、
隣接する乙訓(おとくに)エリア（向日市、長岡京市、大山崎
町）との結びつきが深い地域でもあります。
大原野って一体どんなまちなのでしょう？
広さは？人口は？特産物は？数字と絵で表現してみました！
［情報ソース］国勢調査、京都市農林統計資料
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西京区で約4割の面積を占める大原野には、山林や竹

林あり、田畑あり、住宅街あり！

地域の中でも場所によって様々な風景があります。

まちの西部には小塩山(おしおやま)をはじめとする

西山が広がり、時には積雪することも。

面積

24.71km

3

ピーク時の10,423人（1985年）から、約20％減少している一方で、世帯数は増加しています。日本の総人口と同じ傾向で

推移しており、一人暮らし世帯が増えているのが現状です。

人口・世帯数の推移

大原野の人口は約8,500人

7,766

1970年 1975年 1980年 1985年 1990年 1995年 2000年 2015年2005年 2010年 2020年

8,5289,890 10,187 10,423 10,303 10,183 10,270 9,738 9,311 8,891

世帯数　　　人口

0

5000人

10000人

大原野の人口・世帯数の推移
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1959年に京都市へ編入するまでは、「大原野村」とい

う、独立した一つの村でした。かつての村役場は、自治

会など地域活動の運営を行う「大原野総合自治会館」

として今も残っています。

人口8,000人を超える大原野には、現在17の自治会

があります。

自治会の数

大原野には17の自治会

6

地区別で見ると、その数は市内1位！

ただし、農業収入だけで生計を立てている専業農家

は54戸であり、約1割にとどまります。

農家戸数

513戸

5

市内最大級の農業地域である大原野。

耕地面積は甲子園70個分に匹敵し、地区別では、市

内で1番の広さを誇ります！

耕地面積

269.2 ha

（令和4年時点）

7

米やたけのこ、ナス、花菜などの栽培が盛んです。特にナスは市内最大の産地！

「京都茄子」というブランド名で、主に市場出荷され、スーパーをはじめ様々な

小売店で販売されています。

特産物

ナスは市内最大の産地！

4

50年前から65歳以上の割合が、なんと5倍以上に増えました。

一方で15歳未満の割合は半減しており、少子高齢化が進んでいることがわかります。

年齢構成の推移

65歳以上の割合が、5倍増。15歳未満の割合は半減。

1970年 1975年 1980年 1985年 1990年 1995年 2000年 2015年2005年 2010年 2020年
0
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大原野の人口の年齢構成 15歳未満 15～64歳未満 65歳以上

（令和4年時点　※専業・兼業合わせた総数）

3,036 3,226 3,166 3,165 3,171 3,227
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新型コロナウイルス感染症の影響により様々なイベントや取組を縮小・中止。

酒づくり部会のメン
バーは、ブランド戦略
策定前から、酒米振興
に取り組んでいた。後
からなんやかんや「大
原野」推進協議会に紐
づく形で、H29.2「酒づ
くり部会」が発足した。

インスタグラム
フォトコンテスト
（H30～ R4）

ジャンタニバスターズ
（ジャンボタニシ
捕獲プロジェクト）

（R４～）

マルシェ大原野
大原野産農産物等の販売

農家版
え !? 今頃ひまわり

大原野

かかしチーム
かかし制作

お米学習（H30～）

むらさきチーム
フジバカマ園の運営

たけのこチーム
加工品の試作・販売

ごまチーム
栽培・事業化模索

よもぎチーム
栽培・事業化模索

風土・food 大原野
ふーど・フード

大原野「地域ブランド」戦略 年表

2012年度（H24） 2013年度（H25） 2014年度（H26） 2015年度（H27）
2025年度（R7）
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６
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フェスタ
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と
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大
原
野
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地
域
ブ
ラ
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」
戦
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部
会

品評会・即売会、
飲食、コンサート
等＠大原野神社

中止

つ
な
ぐ
・
つ
な
が
る
「
大
原
野
」
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
　
ス
タ
ー
ト

会場をラクセーヌ広場
北側に変更し、「大原野
農産物品評会・即売会」
として開催

chronology

終了

活動
終了

終了

活動
終了

活動
終了

まち・ひと・しごと・
こころ京都創生総合
戦略ワークショップ

ブランドロゴマーク
商標登録
登録日：H28.1.22
登録期間：10年　
登録期限：R8.1.22

商標登録されたロゴ
マークは、マルシェ
大原野等の出荷野菜
や、出荷箱等へ表示。

6回 延べ約 120人参加

酒づくり部会
オーナー制度

R
２
　
戦
略
の
進
捗
に
つ
い
て
中
間
点
検
の
実
施

H28.7 オープン（毎月第１・第３土曜日）

大原野加工食品友
の会（既存の加工
グループ）に合流
※たけのこチーム
としての活動は
H30で終了

大原野加工食品友の会
加工品の試作・販売

【
農
水
省
・
農
山
漁
村
振
興
交
付
金 

事
業
（
Ｈ
２
８
〜
Ｈ
３
０
）】

食
の
学
校
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 空き家調査の実施

（R3～ R6）

終了

2016年度（H28） 2017年度（H29） 2018年度（H30） 2019年度（R1） 2020年度（R2） 2021年度（R3） 2022年度（R4） 2023年度（R5） 2024年度（R6）

1,200 人7,000人 8,500人 8,500人

世話人会の
メンバー拡大

企画運営
委員会設置
（年２回開催）

8,500人 9,000人 9,000人 100人120人600人

1,500 人
（開花イベント）

4,000 人 1,700 人 雨天中止 1,800 人 4,500人 南春日町農地に
移転して実施

ひまわりの
栽培のみ実施

灰方町農地に移転
して実施
※以降、開花イベント
　なし

大原野の小学校・幼稚園・
保育園で取組スタート

洛西ニュータウンの
小学校でも取組

スタート

お米学習スタート

1,800人 3,500人 3,000人 2,500人 2,700人 1,000人 2,500 人3,000 人フジバカマ祭再開
4,000 人

フジバカマ祭は
中止し、園の開放
のみ実施。

「たけのこさとうづけ」
の開発

たけのこと麹の
発酵食品開発

パッケージ
のリニュー
アル

マルシェ大原野や、
各種イベントでの
加工品販売を継続

金胡麻の栽培・商品化
（パウンドケーキ等）の
取組スタート

（株）山田製油と
コラボ

パッケージの
リニューアル

よもぎの栽培・商品化
（よもぎ団子等）の取組
スタート

・「大原野よもぎ倶楽部」設立
・よもぎフェス開催（らくさい
　マルシェ内で実施。販売・試食等）

「一畝オーナー」
募集開始

ワークショップの開催
（よもぎオイル作り等）

H30.7 ～
毎週火曜日
営業スタート

大原野農産物
品評会・即売会
での出張販売
スタート

オーナー
50名

オーナー制度休止
（「藤袴」の製造
・販売は継続）

南春日町の休耕田
で取組スタート

大原野神社で開催

フジバカマ祭
※主催は協議会
小塩町農地で取組
スタート

オーナー 20名

純米吟醸酒
「藤袴」
製造・販売

（協力：キンシ
 正宗（株））

ツアープログラム

地域の名所と食を案内

野菜の収穫・調理体験

・三鈷寺から楽しむ名月と銘酒藤袴
・竹が醸す清らかな空気を撮る

H30「西山の恵み」
スタート (委託販売）

R1「セブンイレブン境谷店」
スタート (委託販売）

R3「セブンイレブン境谷店」 
取扱終了

空き家マップの作成
所有者へのアンケート

調査の実施等

セミナーの
開催等

フォトコンテストの
受賞作品でフォト
カレンダーを制作

H28フジバカマサミット
水尾・深草等と交流（200人）

戦略策定（H27.2)

食育体験

食の案内人育成

「藤袴」の
製造休止

「藤袴」の
製造中止

「藤袴」の
製造・販売再開
（協力：都鶴
酒造（株））
ラベルデザイン
をリニューアル

南春日町農地
に移転
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大原野の旬の味を伝える

大原野産の新鮮な農産物やおいしい加工品を販売するマル
シェ。オープン当初から、地域の人たちが力を合わせて運営
しています。
毎週火曜日9時～11時半、毎月第一・第三土曜日9時～正
午（いずれも売り切れ次第終了）、JA京都中央大原野支店
前で営業中です。

　 一言メッセージ
春はたけのこ、夏はナス、秋は新米、冬は大根や花菜など
など…大原野の旬の味が集まるマルシェです。
スーパーにはない、珍しい種類の野菜に出会えるかも!?土曜
日は地場産の焼き鳥や豆腐、焼き菓子などの出店もあります！

大原野の地酒、甘美な余韻と深い味わい

大原野のPRをめざして、部会のメンバーが生産する大原野
産の酒米「祝 (いわい)」を使った、純米吟醸酒「藤袴 (ふ
じばかま)」の製造・販売に取り組んでいます。

　 一言メッセージ
伏見の酒蔵や大原野のデザイナーの方たち
に協力をいただき完成した、大原野の地酒
です。大原野で発見された花「フジバカマ」
にちなんで命名され、フジバカマの蜜に集ま
る蝶「アサギマダラ」を模した首飾りのデザ
インがこだわりポイント。大原野周辺の小売
店やイベントで販売しています。
甘美な余韻と深い味わいをお楽しみください！

自然豊かな大原野を愛する

京都府レッドデータブック絶滅寸前種の希少な花「フジバカ
マ」。京都では絶滅したと考えられていたところ、1998年に灰
方明治池のほとりで原種が発見されました。その後、地域住
民による保全活動がスタート。むらさきチームでは、フジバカマ
園を運営し、フジバカマの栽培や普及に取り組んできました。

　 一言メッセージ
フジバカマが咲く、毎年9月下旬～10 月上旬にはイベントの
開催や園の一般開放を行い、延べ2万人以上の方にご来場い
ただきました！ブランド戦略の期間満了と共に、チームでの活
動は終了します。「源氏物語」にも登場するフジバカマ、そし
て自然豊かな大原野を愛するメンバーたちで、10年間がんば
りました！

代々受け継がれてきた大原野の味

1987年発足。大原野の農家の女性グループ。35 年以上に
わたり、地域に伝承する様々な加工品を作り続けています。
一番人気はお味噌。地域の竹林風景にちなんだ「かぐや姫」
という名前で、多くの人に愛されています。

　 一言メッセージ
味噌づくりのポイントは、国産の大豆と米で仕込み、大
原野神社の地下倉庫で熟成させること！米の割合が
多く米麹が醸す上品な甘さと、まろやかな味わいが
特徴です。他にもおはぎやジャムなどを作り、地域
のマルシェやイベントで販売しています。代々受け継

がれてきた大原野の味を、ぜひご賞味ください。

なんやかんや大原野農家版

大原野を知ってもらうきっかけに

かかしチーム

大原野加工食品友の会

むらさきチーム

酒づくり部会

大原野農産物等直売所運営協議会
（マルシェ大原野）

子どもたちに地域への愛を

大原野「地域ブランド」戦略 取組紹介

な
ん
や
か
ん
や
「
大
原
野
」
推
進
協
議
会
に
所
属
す
る
、
様
々
な
団
体
や
チ
ー
ム
の
方
々
が
行
っ
て
き
た
取
組
を
紹
介
し
ま
す
！

子どもたちに地域への愛を育んでもらいたいと、米作りをは
じめ農業が盛んな大原野にちなみ、「かかし作り」の授業
を行っています。はじめは大原野の小学校からスタートした
取組でしたが、徐々に拡大。現在、洛西地域の 8つの小学
校や幼稚園、子ども園で実施しています。

　 一言メッセージ
これまで約10年間で、延べ1,500人以上の子どもたちが制
作に携わり、400体以上の個性的なかかしが作り出されまし
た。毎年、メンバー一同、一生懸命取り組む子どもたちの
姿から元気をもらっています！

「え !? 今頃」をキーワードに、夏ではなく秋に見頃を迎える
ひまわり畑の運営を、地域の有志たちで行ってきました。
大原野という場所を知ってもらうきっかけになればとはじめ
た取組は、毎年テレビや新聞、インターネットなどの様々な
メディアで取り上げられています。

　 一言メッセージ
地域の高校生やボランティアをはじめ、多くの
方たちの協力を得て、続けることができました。
取組開始から10年以上がたつ中、年々夏の暑
さが厳しくなり、栽培時期の見極めが難しくなっ
ています。そのぶん、満開に咲いたひまわりを
見ると喜びもひとしおです！

9 8
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Landscape of Oharano － Nature －

『大原野の春夏秋冬』

Landscape of Oharano － Nature －

『西山に沈む夕日』
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上
田　

そ
の
と
お
り
や
ね
。

小
野　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
お
客

様
が
い
て
く
だ
さ
る
お
か
げ
で
何
と
か
続

け
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
基
本
的
に

大
原
野
の
方
は
外
に
出
て
行
く
こ
と
が
多

い
で
す
し
、
近
隣
の
ま
ち
か
ら
大
原
野
に

ど
れ
だ
け
の
人
を
呼
び
込
め
る
か
が
、
僕

た
ち
の
ビ
ジ
ネ
ス
で
は
勝
負
で
す
。
僕
た

ち
が
頑
張
っ
て
大
原
野
に
や
っ
て
来
て
く

れ
る
人
を
増
や
す
こ
と
が
、
大
原
野
の
将

来
に
も
い
い
影
響
を
も
た
ら
す
こ
と
が
で

大
原
野
と
い
う
場
所
で
こ
れ
か
ら
も

上
田
と
う
ふ
株
式
会
社  

代
表
取
締
役 

上
田
忠
宏
×
株
式
会
社
小
野
建
築
設
計  

代
表
取
締
役 

小
野
富
雄

Profile

小野富雄（おのとみお）・右

株式会社小野建築設計代表取締役。1972

年大原野生まれ。大工を経て、1998 年、

26 歳で今の会社の前身となる小野工務店

を大原野で開業。2005 年に有限会社小野

建築設計として会社化、さらに 2010 年に

株式会社化し、現在に至る。

Profile

上田忠宏（うえだただひろ）・左

上田とうふ株式会社代表取締役。1971 年

長岡京市に生まれ、同市で育つ。京都市で

呉服店の営業職をした後、父親が営む豆腐

店の事業拡大を契機に、2000 年に家業に

入り、営業を担当。2023 年から 2 代目社

長として現職に就く。

な
ん
や
か
ん
や
「
大
原
野
」
推
進
協
議
会

で
は
、
大
原
野
の
活
性
化
を
め
ざ
し
、
熱

い
想
い
を
持
っ
た
住
民
の
方
た
ち
と
多
岐

に
わ
た
る
取
組
を
し
て
き
ま
し
た
。
や
り

た
い
こ
と
を
実
現
す
る
た
め
、
時
に
は
大

原
野
に
あ
る
企
業
の
方
々
へ
協
力
を
お
願

い
し
、
力
を
貸
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
。

そ
の
時
、
企
業
の
側
か
ら
、
協
議
会
の
取

組
は
ど
の
よ
う
に
見
え
て
い
た
の
で
し
ょ

う
？

取
組
開
始
初
期
か
ら
様
々
な
場
面
で
携

わ
っ
て
い
た
だ
き
、
現
在
は
協
議
会
の
一

員
で
も
あ
る
お
二
人
の
社
長
に
、
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。

出
会
い
は
数
年
前

―　

同
世
代
で
、
共
に
大
原
野
で
会
社
を

経
営
さ
れ
て
い
る
お
二
人
。
普
段
か
ら
交

流
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？ 

小
野　

時
間
が
で
き
た
ら
飲
み
に
行
っ
た

り
、
ゴ
ル
フ
に
行
っ
た
り
（
笑
）。
楽
し

く
交
流
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
お
互

い
大
原
野
を
拠
点
に
し
た
会
社
で
す
が
、

出
会
っ
た
の
は
６
年
ほ
ど
前
。
上
田
社
長

か
ら
、
大
原
野
に
新
し
く
自
社
製
品
の
直

売
所
を
建
て
た
い
と
い
う
依
頼
を
い
た
だ

い
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

上
田　

そ
れ
が
今
、
小
塩
町(

お
し
お

ち
ょ
う)

に
あ
る
「
豆
腐
工
房 

う
え
田 

直
売
所
」
で
す
。
そ
の
時
に
色
々
と
話
し

て
い
る
と
、
た
ま
た
ま
同
じ
高
校
に
通
っ

て
い
た
と
知
っ
て
。
共
通
の
友
達
が
い
る

こ
と
も
わ
か
り
、
す
ぐ
に
距
離
が
縮
ま
り

ま
し
た
ね
。

地
域
活
性
化
の
取
組
と
会
社
の
交
わ
り

―　

お
二
人
が
協
議
会
の
取
組
に
携
わ
っ

て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

小
野　

元
々
知
り
合
い
だ
っ
た
、
な
ん
や

か
ん
や
大
原
野 

農
家
版
の
メ
ン
バ
ー
の

方
か
ら
、
２
０
１
４
年
に
ひ
ま
わ
り
畑
の

取
組
が
ス
タ
ー
ト
し
た
時
に
、
畑
に
設
置

す
る
見
晴
台
を
作
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
相

談
を
受
け
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
ね
。

そ
れ
か
ら
毎
年
、
ひ
ま
わ
り
が
見
頃
を
迎

え
る
時
期
に
見
晴
台
を
設
置
さ
せ
て
い
た

だ
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

上
田　

僕
た
ち
は
２
０
１
６
年
に
マ
ル

シ
ェ
大
原
野
が
ス
タ
ー
ト
し
た
時
で
す
。

マ
ル
シ
ェ
の
方
か
ら「
出
店
し
ま
せ
ん
か
」

と
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、
地
域
の
方
々

が
頑
張
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
協
力
し
な
け

れ
ば
と
い
う
想
い
か
ら
出
店
を
決
め
て
。

初
め
は
僕
も
よ
く
店
番
に
行
っ
て
い
ま
し

た
。

―　

マ
ル
シ
ェ
大
原
野
に
つ
い
て

は
、
小
野
さ
ん
も
自
社
の
月
刊
広
報
誌

「N
ATU

RA
L LIFE

」
に
、
毎
月
マ
ル

シ
ェ
の
紹
介
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
１
０
０
円

の
割
引
券
を
つ
け
る
取
組
を
さ
れ
て
い
ま

す
ね
。

小
野　
「N

ATU
RA

L LIFE

」
は
、
大
原

野
や
そ
の
周
辺
地
域
の
お
住
ま
い
に
ポ
ス

テ
ィ
ン
グ
し
て
い
ま
す
が
、
た
だ
自
社
を

P
R
す
る
だ
け
の
内
容
で
は
、
な
か
な

か
目
を
通
し
て
も
ら
え
ま
せ
ん
。
１
０
０

円
券
を
つ
け
る
こ
と
で
、
少
し
で
も
多
く

の
方
に
手
に
取
っ
て
も
ら
え
る
か
も
し
れ

な
い
と
、
僕
か
ら
マ
ル
シ
ェ
の
方
に
コ
ラ

ボ
を
提
案
し
ま
し
た
。
で
す
の
で
正
直
に

言
う
と
、
地
域
貢
献
の
た
め
に
と
い
う
よ

り
も
、
僕
た
ち
の
広
報
誌
を
見
て
も
ら
う

た
め
で
し
た
。
た
だ
そ
の
取
組
を
す
る
こ

と
で
、お
客
様
は
お
得
に
野
菜
を
買
え
て
、

マ
ル
シ
ェ
も
売
上
増
に
つ
な
が
る
。
僕
た

ち
も
広
報
誌
を
手
に
取
っ
て
も
ら
え
て
う

れ
し
い
―
―
。
と
、
関
わ
る
人
全
員
が
喜

べ
る
サ
イ
ク
ル
を
考
え
て
い
ま
し
た
ね
。

大
原
野
の
企
業
と
し
て

―　

お
か
げ
で
マ
ル
シ
ェ
大
原
野
と

「N
ATU

RA
L LIFE

」
の
コ
ラ
ボ
は
息

の
長
い
取
組
に
な
っ
て
お
り
、
感
謝
し
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
縁
が
あ
っ
て
、
お
二

人
に
は
、
２
０
２
２
年
に
協
議
会
の
メ
ン

バ
ー
に
加
入
い
た
だ
き
ま
し
た
ね
。
ち
な

み
に
協
議
会
の
取
組
以
外
で
、
大
原
野
の

人
た
ち
と
一
緒
に
し
て
い
る
こ
と
は
あ
り

ま
す
か
？

上
田　

４
年
程
前
か
ら
大
原
野
神
社
で
、

２
月
の
節
分
と
６
月
30
日
の
夏
越
の
祓

(

な
ご
し
の
は
ら
え)

と
い
う
季
節
行
事

の
日
に
、
豆
腐
の
振
る
舞
い
や
販
売
を
さ

せ
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
後

は
、
石
作
町(

い
し
づ
く
り
ち
ょ
う)

の

株
式
会
社
味
の
王
と
い
う
た
れ
屋
さ
ん

に
、
豆
腐
に
か
け
る
お
だ
し
を
作
っ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
ね
。
ど
ち
ら
の
取
組
も
、

地
元
の
神
社
や
企
業
の
方
た
ち
と
一
緒
に

何
か
を
し
た
い
と
思
い
、
こ
ち
ら
か
ら
お

声
が
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

小
野　

と
て
も
素
敵
な
取
組
で
す
よ
ね
。

う
ち
は
今
、
ひ
ま
わ
り
畑
や
マ
ル
シ
ェ
と

の
取
組
ぐ
ら
い
し
か
し
て
い
な
い
か
も

…
。

―　

十
分
素
晴
ら
し
い
関
わ
り
だ
と
思
い

ま
す
。
小
野
さ
ん
は
、
本
業
の
中
で
大
原

野
に
新
た
に
移
住
者
を
呼
び
込
ま
れ
て
い

る
こ
と
自
体
が
、
地
域
に
関
わ
り
、
さ
ら

に
地
域
を
元
気
に
し
て
い
る
側
面
が
あ
る

の
だ
と
思
い
ま
す
。



上田とうふ株式会社

1979 年、京都洛西境谷センターにて前身となる上田豆腐店創業。

2000 年、上田とうふ株式会社設立、現住所（京都市西京区大原野小塩町）へ移転。

京都市内を中心にスーパー、百貨店に製造卸を展開。

2018 年、本社前に直売所をオープン。今年で創業 46年目を迎える。

素材や製法にこだわり、一つひとつ丁寧に作られた豆腐は、これまでに数々の賞を受賞。

また、厳選された大豆を使用し、菜種油で1枚ずつ丹精込めて揚げる肉厚な食感の油揚

げ「上田の手あげ」も人気。商品はオンラインでも購入可。

直売所では、限定メニューの「豆腐ドーナツ」や揚げたての手あげが楽しめる。

豆腐工房 うえ田 直売所
〒610-1133
京都市西京区大原野小塩町 15
TEL｜075-331-7508
営業時間｜10:00～17:00
定休日｜不定休

株式会社小野建築設計

地元・大原野を活性化し、地域に貢献したいという想いの下、小野社長が 1998 年に開業。

今年で 27年目を迎える。

「のんびりぐらし」をキーワードに、大原野を中心に美しい自然に馴染む木の家づくりに

取り組む。京都府産木材を積極的に利用した家は、様々な賞を受賞。新築住宅はもちろん、

リノベーション、地元工務店の強みを生かした移住のための土地探しのお手伝いも担う。

また、移住前に「のんびりぐらし」を体験できる施設「のんびり舎」の運営や、社長の

実家が代々受け継いできた田んぼでの米作り体験、「地域情報レター」として広報誌

「NATURAL LIFE」を毎月発行するなど、大原野の魅力を伝える様々な取組を行っている。

商品情報などの詳細は
HPでご覧ください！

株式会社小野建築設計
〒610-1123
京都市西京区大原野上里南ノ町 10
TEL｜075-335-2254
営業時間｜9:00 ～ 18:00
定休日｜毎週水曜日

イベントなどの最新情報は
HPでご覧ください！
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き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

や
っ
ぱ
り
人
が
増
え
な
い
こ
と
に
は
、
地

域
の
活
性
化
は
始
ま
り
ま
せ
ん
か
ら
。

本
業
だ
け
を
頑
張
っ
て
い
れ
ば
良
い
わ
け

で
は
な
い

―　

お
二
人
と
も
、
神
社
で
の
豆
腐
の
振

る
舞
い
や
広
報
誌
「N

ATU
RA

L LIFE

」

で
の
取
組
な
ど
、
本
業
か
ら
少
し
は
み
出

し
て
、
地
域
と
関
わ
る
こ
と
を
自
ら
企
画

し
、
実
現
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。

小
野　

う
ま
く
言
え
な
い
で
す
け
ど
…
本

業
だ
け
を
や
っ
て
い
て
も
、
誰
も
見
向
き

も
し
て
く
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
少
し
で

も
地
域
の
人
た
ち
と
つ
な
が
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
と
、「N

ATU
RA

L LIFE

」

で
は
マ
ル
シ
ェ
大
原
野
の
割
引
券
だ
け
で

な
く
、
地
域
の
素
敵
な
お
店
や
取
組
を
紹

介
す
る
読
み
物
を
一
面
に
載
せ
る
工
夫
も

し
て
い
ま
す
。

上
田　

本
業
を
一
生
懸
命
す
る
の
は
当
た

り
前
の
こ
と
や
も
ん
ね
。そ
こ
か
ら
ど
う
、

自
分
た
ち
の
事
業
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら

え
る
か
っ
て
い
う
の
を
考
え
つ
つ
、
会
社

と
し
て
何
か
地
域
の
役
に
立
て
た
ら
と
。

―　

そ
れ
は
大
原
野
と
い
う
地
域
の
一
員

と
し
て
、
会
社
が
地
域
に
役
立
つ
存
在
で

あ
り
た
い
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
？

小
野　

そ
う
で
す
ね
。
地
域
の
み
な
さ
ん

の
お
か
げ
で
、
僕
た
ち
の
ビ
ジ
ネ
ス
は
成

り
立
っ
て
い
ま
す
か
ら
。
お
礼
に
何
か
を

地
域
へ
お
返
し
し
よ
う
と
す
る
の
は
、
ビ

ジ
ネ
ス
と
し
て
は
当
然
の
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
上
田
社
長
と
は
、
い
つ
も
そ
う
い

う
こ
と
を
話
し
て
い
ま
す
よ
ね
。

上
田　

は
い
、
た
く
さ
ん
地
域
の
お
世
話

に
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
。
た
ぶ
ん
商
売
を

し
て
い
る
人
た
ち
は
み
ん
な
、
同
じ
よ
う

な
こ
と
を
考
え
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
ぁ
、
と
思
い
ま
す
。

「
大
原
野
」
に
対
し
て
今
感
じ
る
こ
と

―　

仕
事
を
す
る
中
で
「
大
原
野
」
の
知

名
度
に
つ
い
て
、
感
じ
て
い
る
こ
と
は
あ

り
ま
す
か
。

小
野　

大
原
野
に
移
住
さ
れ
る
方
は
、

元
々
は
京
都
市
内
の
桂
川
西
岸
の
駅
前
周

辺
に
住
ん
で
い
る
方
が
多
く
て
。
後
は
長

岡
京
市
周
辺
か
ら
も
。
大
阪
方
面
か
ら
は

阪
急
沿
線
に
沿
っ
て
、
吹
田
市
ぐ
ら
い
ま

で
が
多
い
で
す
。
自
然
豊
か
な
場
所
で
暮

ら
せ
る
地
域
と
し
て
大
原
野
が
認
知
さ
れ

て
い
る
の
が
、
そ
う
い
っ
た
範
囲
の
よ
う

で
す
ね
。

上
田　

東
京
や
大
阪
の
百
貨
店
な
ど
の
催

事
で
販
売
す
る
時
に
は
、「
京
都
・
大
原
野
」

と
い
う
地
名
を
推
し
て
い
ま
す
が
、
左
京

区
の
「
大
原
」
と
間
違
わ
れ
る
こ
と
が
、

ま
だ
ま
だ
多
い
で
す
。「“
大
原
”
知
っ
て

る
よ
。三
千
院
が
あ
る
と
こ
ろ
で
し
ょ
？
」

と
言
わ
れ
て
、
い
や
違
う
よ
っ
て
（
笑
）。

一
方
で
催
事
を
重
ね
る
ご
と
に
、
大
原
野

を
ご
存
知
の
方
が
増
え
て
い
る
よ
う
に
も

感
じ
て
い
ま
す
ね
。

―　

協
議
会
も
「
大
原
野
」
と
い
う
地
名

を
こ
の
10
年
間
、
一
生
懸
命
P
R
し
て

き
ま
し
た
。
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
て
い

た
だ
く
機
会
も
多
か
っ
た
一
方
で
、
ま
だ

ま
だ
伝
え
足
り
て
い
な
い
部
分
も
あ
り
…

引
き
続
き
発
信
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
で
は
最
後
に
、
こ
れ
か
ら

の
大
原
野
に
対
す
る
想
い
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

上
田　

商
売
柄
、
僕
は
も
っ
と
人
が
大
原

野
に
た
く
さ
ん
来
て
、
住
む
人
も
増
え
て

い
っ
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。
た
だ
大

原
野
で
暮
ら
し
て
い
る
方
た
ち
が
、
実
際

の
と
こ
ろ
ど
ん
な
ふ
う
に
思
っ
て
い
る
の

か
、
気
に
な
り
ま
す
ね
。
賑
わ
い
を
望
ま

れ
て
い
る
の
か
ど
う
か
と
。僕
自
身
は
今
、

大
原
野
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
が
、
仕
事
が

忙
し
く
、
な
か
な
か
日
々
の
暮
ら
し
に
目

を
向
け
る
余
裕
が
あ
り
ま
せ
ん
。以
前
は
、

長
岡
京
市
の
自
宅
か
ら
、
朝
日
に
照
ら
さ

れ
た
西
山
を
見
な
が
ら
、
毎
朝
大
原
野
の

事
務
所
へ
通
う
の
が
癒
し
の
ひ
と
時
で
も

あ
り
ま
し
た
。
今
は
残
念
な
が
ら
、
自
宅

か
ら
事
務
所
ま
で
短
い
距
離
を
平
行
移
動

し
て
い
て
（
笑
）。
西
山
を
眺
め
る
機
会

が
減
っ
た
の
が
残
念
で
す
ね
。

小
野　

大
原
野
を
拠
点
に
、「
自
然
を
取

り
入
れ
た
豊
か
な
暮
ら
し
を
お
客
様
に
提

供
し
て
い
く
」
と
い
う
仕
事
の
軸
は
、
こ

の
先
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
、

僕
た
ち
は
「
の
ん
び
り
ぐ
ら
し
」
と
い
う

名
称
で
、
田
舎
暮
ら
し
の
魅
力
を
発
信
し

て
い
ま
す
。
一
方
で
上
田
社
長
と
同
じ
よ

う
に
、
僕
も
大
原
野
に
住
ん
で
い
る
も
の

の
、
日
々
に
追
わ
れ
て
、
暮
ら
し
を
味
わ

い
き
れ
て
い
ま
せ
ん
。
で
す
の
で
こ
れ
か

ら
は
、大
原
野
で
の
「
の
ん
び
り
ぐ
ら
し
」

を
僕
自
身
が
も
っ
と
深
掘
り
し
て
い
き
た

い
な
と
考
え
て
い
ま
す
。
大
原
野
の
よ
う

な
昔
の
田
舎
で
は
、
近
所
の
お
っ
ち
ゃ

ん
が
家
に
自
由
に
来
て
お
茶
を
飲
ん
で
、

帰
っ
て
い
く
…
そ
う
い
う
オ
ー
プ
ン
な
暮

ら
し
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
あ
り
ま
し
た
。

究
極
は
そ
う
い
う
「
の
ん
び
り
ぐ
ら
し
」

の
場
を
作
り
た
い
な
と
。
犬
の
散
歩
を
し

て
い
る
人
が
、
通
り
が
か
り
に
ふ
ら
っ
と

コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ん
で
い
く
と
か
、
い
い
で

す
よ
ね
。

上
田　

会
社
と
し
て
も
、
祭
り
的
な
こ
と

と
か
、
何
か
も
っ
と
で
き
た
ら
い
い
な
と

思
い
ま
す
。

小
野　

そ
う
で
す
ね
。
別
に
大
が
か
り
な

こ
と
じ
ゃ
な
く
て
も
。
こ
れ
か
ら
の
時
代

は
、
時
間
も
お
金
も
か
け
す
ぎ
ず
、
小
さ

く
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
色
々
し
て
い
く
こ
と

が
良
い
よ
う
な
気
が
し
て
い
ま
す
。

―　

こ
れ
か
ら
も
ぜ
ひ
一
緒
に
楽
し
い
こ

と
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
！
本
日
は
ど
う

も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◀対談終了後、幸せを招くとされ、「ダブルレイ

ンボー」と呼ばれる２本の虹が出ていました



“大原野顔野菜”
  を作ってみよう
野菜で作る色とりどりの顔！

大原野の野菜が手元にない方も、野菜を切り
取って“大原野顔野菜”を作ってみましょう！

1
竹ザルの上に野菜を置きながら、どんな顔が作れ
るか考えてみよう。

2
好きな顔が決まったら、野菜を切り取って、
竹ザルに貼ってね。

3
出来上がった作品は、
好きなところに飾って楽しもう。

使うもの：竹ザル（顔のベース）、野菜（顔のパーツ）

How to make !
つくりかた

聖護院だいこん・京たけのこ・えびいもの写真は、京都市産業観光局農林企画課提供。その他の写真は、マルシェ大原野のお野菜です。

同じように見えて、形もサイズも一つひとつ違う野菜や花。

上手に並べると…にっこり笑顔の出来上がり！

マルシェ大原野に集まる色とりどりの農産物から生まれた、楽しいアート作品。

それが「大原野顔野菜」です。

顔に見えるコツはズバリ…「目を左右対称に配置すること」！

大原野
　顔野菜

大

原

野

産

の

野

菜

や

花

で

作

る

Faces made with Oharano vegetables.

お お は ら の

か お や さ いこのページを
コピーして
使ってね！
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10
年
後
も
20
年
後
も
農
業
を
続
け
る
、
そ
の
た
め
に

み
つ
ば
ち
Ｂ
ｕ
ｎ
Ｂ
ｕ
ｎ 

ク
ロ
ス
ケ
の
大
原
野
げ
ん
き
畑　

田
中
ク
ロ
ス
ケ

Profile

田中クロスケ（たなかくろすけ）

1973 年京都市生まれ。製造や販売を経て、

2013 年から大原野でナス農家として、農

業をスタート。2018 年にイチゴ農家に転

身。イチゴ狩りを通じた食育にも力を注い

でいる。

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
に
入
る
と
目
に
飛
び
込

ん
で
き
た
の
は
、
イ
チ
ゴ
の
写
真
と
名
前

が
ず
ら
り
と
並
ん
だ
楽
し
げ
な
ボ
ー
ド
。

「
み
つ
ば
ちBunBun

ク
ロ
ス
ケ
の
大
原

野
げ
ん
き
畑
」
は
、
な
ん
と
27
種
類
も
の

イ
チ
ゴ
の
食
べ
比
べ
が
楽
し
め
る
イ
チ
ゴ

農
園
で
す
。

「
こ
ん
に
ち
は
〜
！
」
と
朗
ら
か
に
迎
え

て
く
だ
さ
っ
た
の
は
、
ピ
ン
ク
色
の
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
、
頭
に
は
看
板
猫
“
社
長
”・

ミ
ケ
チ
ン
の
サ
ン
バ
イ
ザ
ー
の
姿
が
印
象

的
な
園
主
の
ク
ロ
ス
ケ
さ
ん
。
大
原
野
で

就
農
し
、今
年
で
13
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

「
お
客
様
を
笑
顔
に
し
た
い
」
と
猫
耳
サ

ン
バ
イ
ザ
ー
や
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
の
貸
し
出

し
を
は
じ
め
、
ユ
ニ
ー
ク
な
ア
イ
デ
ア
が

随
所
に
光
る
イ
チ
ゴ
農
園
は
、
ど
の
よ
う

に
で
き
た
の
で
し
ょ
う
。
お
話
を
伺
う
中

で
見
え
て
き
た
の
は
、
農
業
を
続
け
る
た

め
、
ひ
た
む
き
に
も
が
き
続
け
て
き
た
ク

ロ
ス
ケ
さ
ん
の
姿
で
し
た
。

職
人
の
仕
事
に
憧
れ
て

農
家
に
な
る
前
は
、
京
都
市
伏
見
区
に
住

み
、
市
内
で
人
体
模
型
の
製
造
や
法
衣
店

の
営
業
と
い
っ
た
、ち
ょ
っ
ぴ
り“
変
わ
っ

た
”
仕
事
の
遍
歴
を
重
ね
て
こ
ら
れ
た
ク

ロ
ス
ケ
さ
ん
。
農
業
の
道
に
進
ん
だ
き
っ

か
け
は
、
法
衣
店
時
代
に
職
人
の
方
々
と

出
会
っ
た
こ
と
で
し
た
。

「
布
を
染
め
る
と
こ
ろ
か
ら
携
わ
り
、
法

衣
を
作
り
あ
げ
て
い
く
職
人
さ
ん
の
仕
事

に
憧
れ
を
感
じ
た
ん
で
す
。
僕
も
ゼ
ロ
か

ら
何
か
を
完
成
さ
せ
て
い
く
仕
事
を
し
た

い
と
思
う
よ
う
に
な
り
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

で
探
し
て
い
た
ら
、『
農
業
』
が
目
に
と

ま
っ
て
。
元
々
、
農
業
は
い
つ
か
定
年
退

職
し
た
時
に
で
き
た
ら
い
い
な
と
ぼ
ん
や

り
考
え
て
い
た
の
で
す
が
、
当
時
の
流
行

語
が
林
修
先
生
の
『
今
で
し
ょ
！
』
と
い

う
言
葉
…
本
当
に
農
業
を
し
た
い
な
ら

『
今
で
し
ょ
！
』
と
（
笑
）」

そ
の
言
葉
に
背
中
を
押
さ
れ
た
ク
ロ
ス
ケ

さ
ん
は
早
速
、
京
都
市
が
主
催
す
る
新
規

就
農
者
の
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受
講
。
１

年
間
、
市
内
各
地
の
農
園
で
実
践
を
重
ね

な
が
ら
、
農
業
を
学
ん
で
い
く
中
で
出

会
っ
た
の
が
大
原
野
で
し
た
。

「
大
原
野
の
田
園
風
景
や
出
会
っ
た
方
た

ち
の
人
柄
に
惹
か
れ
、
こ
こ
で
農
業
を
し

た
い
と
思
っ
た
ん
で
す
。
あ
り
が
た
い
こ

と
に
、
研
修
先
の
方
が
『
本
気
で
す
る
な

ら
』と
、農
地
や
家
や
ト
ラ
ク
タ
ー
と
い
っ

た
、
必
要
な
も
の
を
全
部
手
配
し
て
く
だ

さ
っ
て
」

ま
さ
に
『
今
で
し
ょ
！
』
の
言
葉
ど
お
り
、

ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
農
家
に
な
っ
た
ク
ロ
ス

ケ
さ
ん
。
始
め
は
、
地
域
の
特
産
物
で
あ

る
ナ
ス
の
生
産
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

「
農
業
の
師
匠
で
あ
る
研
修
先
の
方
か
ら

『
農
業
は
地
域
の
人
と
の
関
わ
り
な
く
し

て
で
き
な
い
仕
事
。
自
分
の
や
り
た
い
こ

と
や
売
上
を
優
先
す
る
よ
り
も
、
ま
ず
は

地
域
に
馴
染
む
こ
と
が
大
事
』
だ
と
教
わ

り
ま
し
た
。
な
ら
ば
、
地
域
の
先
輩
方
に

教
え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
ナ
ス
名
人
に

な
ろ
う
と
」

そ
の
中
で
、
自
分
が
や
っ
て
み
た
い
こ
と

も
少
し
だ
け
織
り
交
ぜ
る
こ
と
に
。

「
地
域
の
方
々
と
同
じ
よ
う
に
、
一
般
的

な
紫
色
の
ナ
ス
を
作
っ
て
市
場
に
出
荷
し

な
が
ら
、
さ
ら
に
白
色
や
緑
色
の
カ
ラ
フ

ル
な
ナ
ス
も
作
っ
た
ん
で
す
」

大
原
野
で
馴
染
み
の
な
い
色
の
ナ
ス
は
、

最
初
は
全
然
周
囲
に
認
め
て
も
ら
え
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
と
苦
笑
す
る
ク
ロ
ス
ケ
さ

ん
。
そ
れ
で
も
作
り
続
け
、
自
身
で
販
路

を
開
拓
。
数
年
後
に
は
、ス
ー
パ
ー
に「
ク

ロ
ス
ケ
の
彩
り
ナ
ス
」
と
い
う
コ
ー
ナ
ー

を
設
置
し
て
も
ら
え
る
ま
で
に
。「
そ
の

頃
に
は
、
師
匠
に
も
『
お
前
は
普
通
に
や

る
よ
り
、
カ
ラ
フ
ル
な
ナ
ス
を
し
て
い
っ

た
方
が
い
い
』
と
言
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
自
分
が
や
り
た
い
こ
と

を
人
に
理
解
し
て
も
ら
う
に
は
、
努
力
と

時
間
が
必
要
だ
と
学
び
ま
し
た
ね
」
と
振

り
返
り
ま
す
。

農
業
を
続
け
る
た
め
に
選
ん
だ
イ
チ
ゴ

次
第
に
大
原
野
周
辺
の
飲
食
店
や
カ
フ
ェ

で
の
出
張
対
面
販
売
に
も
取
り
組
み
つ

つ
、
ナ
ス
名
人
を
め
ざ
し
て
販
路
を
増
や

し
て
い
っ
た
ク
ロ
ス
ケ
さ
ん
。し
か
し
―
―
。

「
自
分
な
り
に
精
一
杯
頑
張
っ
て
い
た
も

の
の
、
売
上
が
思
っ
た
よ
う
に
つ
い
て
こ

な
く
て
。
当
時
僕
は
40
歳
を
過
ぎ
た
頃
で

し
た
が
、
今
の
や
り
方
を
60
歳
、
70
歳
ま

で
続
け
る
の
は
難
し
い
ぞ
と
。
こ
の
先
、

年
齢
を
重
ね
て
体
力
も
衰
え
て
い
く
中

で
、
農
業
を
続
け
て
い
く
た
め
に
ど
う
す
れ

ば
い
い
の
か
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

そ
こ
で
思
い
浮
か
ん
だ
の
が
、
イ
チ
ゴ
と

い
う
選
択
肢
で
し
た
。

「
そ
の
頃
、
た
ま
た
ま
視
察
で
イ
チ
ゴ
農

園
を
訪
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
り
、
周
囲
の

農
家
さ
ん
か
ら
イ
チ
ゴ
栽
培
が
話
題
に

上
っ
た
り
と
、
何
と
な
く
イ
チ
ゴ
の
こ
と

が
頭
に
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ナ
ス
の
対

面
販
売
を
通
し
て
お
客
様
と
ふ
れ
あ
う
楽

し
さ
を
知
り
、
な
ら
ば
お
客
様
に
農
園
ま

で
来
て
い
た
だ
く
イ
チ
ゴ
狩
り
を
し
よ
う

と
、
就
農
５
年
目
で
ナ
ス
か
ら
イ
チ
ゴ
に

方
向
転
換
す
る
こ
と
を
決
断
し
ま
し
た
。

体
力
的
に
も
イ
チ
ゴ
狩
り
な
ら
収
穫
や
出

荷
の
労
力
が
あ
る
程
度
省
け
る
こ
と
も
、

農
業
を
続
け
て
い
く
た
め
に
は
現
実
的
で

し
た
」

と
は
い
え
、
イ
チ
ゴ
狩
り
が
で
き
る
施
設
を

整
え
る
た
め
に
は
多
額
の
出
費
が
伴
い
ま
す
。

「
経
営
者
と
し
て
良
い
の
か
は
わ
か
り
ま

せ
ん
が
、
投
資
額
に
対
し
て
売
上
が
こ
れ

だ
け
で
…
と
数
字
の
こ
と
ば
か
り
考
え
て

い
た
ら
、
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
ス
タ
ー
ト

で
き
ま
せ
ん
。
大
原
野
で
農
業
を
続
け
て

い
く
た
め
に
、
イ
チ
ゴ
を
や
る
と
決
め
た

ら
、
も
う
や
る
し
か
選
択
肢
は
な
か
っ
た

で
す
」

仲
間
づ
く
り
を
大
切
に

「
１
人
で
農
業
を
始
め
た
時
か
ら
1
人

の
力
だ
け
で
や
る
こ
と
は
諦
め
て
い
て

（
笑
）、
仲
間
を
増
や
す
こ
と
に
重
点
を
置

い
て
い
ま
し
た
」
と
い
う
ク
ロ
ス
ケ
さ
ん

の
農
園
に
は
い
つ
も
誰
か
が
、
栽
培
や
販

売
の
作
業
を
し
て
い
ま
す
。

「
今
は
ア
ル
バ
イ
ト
の
方
が
２
人
と
、
地

域
の
就
労
支
援
事
業
所
か
ら
毎
日
７
人
の

方
に
お
越
し
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
大
原
野
周
辺
を
中
心
に
、
ご
年
配
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
10
人
程
、
そ
れ
ぞ
れ

週
に
１
〜
２
回
ほ
ど
無
理
の
な
い
範
囲
で

来
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
」

元
々
、
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取

る
こ
と
は
全
然
得
意
で
は
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
と
ク
ロ
ス
ケ
さ
ん
。

「
あ
り
が
た
い
こ
と
に
、
ナ
ス
の
対
面
販

売
を
し
て
い
た
時
に
出
会
っ
た
お
客
様
が

『
頑
張
っ
て
る
か
』
と
声
を
か
け
て
手
伝

い
に
来
て
く
れ
た
り
、
次
は
そ
の
人
の
お

友
達
が
や
っ
て
き
て
く
れ
た
り
。
就
農
し

た
時
か
ら
、
助
け
て
く
れ
る
人
が
い
つ
も

周
囲
に
居
て
く
だ
さ
っ
た
か
ら
、
僕
は
農

業
を
続
け
て
こ
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
」

描
い
て
い
た
「
未
来
」
に
今
は
い
る
か
ら

「
今
は
毎
日
が
と
て
も
楽
し
い
で
す
よ
」

と
、
ク
ロ
ス
ケ
さ
ん
は
微
笑
み
ま
す
。

「
ナ
ス
農
家
の
時
は
出
荷
の
都
合
上
、
朝

3
時
半
に
起
き
て
、『
未
来
の
た
め
に
今

を
頑
張
る
ん
だ
』
と
自
分
に
言
い
聞
か
せ

て
、
収
穫
作
業
に
勤
し
ん
で
い
ま
し
た
。

そ
の
時
代
に
培
っ
た
人
と
の
つ
な
が
り
や

販
売
の
経
験
が
、
イ
チ
ゴ
農
家
に
な
っ
て

も
生
き
て
い
て
、
今
よ
う
や
く
理
想
の
農

業
が
で
き
つ
つ
あ
り
ま
す
。
お
か
げ
で
、

ナ
ス
の
収
穫
を
し
な
が
ら
思
い
描
い
て
い

た
『
未
来
』
に
今
、
自
分
は
い
る
ん
だ
と

感
じ
ま
す
。
だ
か
ら
も
う
、
楽
し
む
し
か

な
い
と
思
っ
て
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
、
ま
だ
ま
だ
失
敗
も
繰
り

返
し
な
が
ら
で
す
が
」

柔
ら
か
い
表
情
で
そ
う
語
る
ク
ロ
ス
ケ
さ

ん
。60
歳
、そ
し
て
70
歳
に
な
っ
て
も
、「
イ

チ
ゴ
畑
の
ク
ロ
ス
ケ
さ
ん
」
と
し
て
、
た

く
さ
ん
の
人
を
笑
顔
に
さ
れ
て
い
く
こ
と

で
し
ょ
う
。



活動ミニ紹介

みつばちBunBunクロスケの大原野げんき畑

イチゴ狩りは 10:00～ 11:15、13:30～ 14:45 の二部制（事前説明の

15分含む）。60分食べ放題。大人（中学生以上）3,300円、小学生2,750円、

幼児（3～5歳）2,200円、幼児（1～2歳）550円

練乳やパンなどの持ち込み OK。要予約。農園ハウス内で直売も行っ

ている。10:00～売り切れ次第終了。

〒610-1153　京都市西京区大原野南春日町1734 -1

最新情報はHPからチェック！

◀オリジナルのパッケージが目をひくイチゴの直売コーナー

21 20

大
原
野
で
農
家
に
な
る
ま
で
〜
就
農
３
年
目
の
今
、
感
じ
る
こ
と
〜

洛
西
ナ
チ
ュ
ラ
ル
フ
ァ
ー
ム　

田
中
秀
幸

Profile

田中秀幸（たなかひでゆき）

1972 年三重県生まれ。大学卒業後、アパ

レルや医療機器販売、製薬会社での営業職

を経て 2022 年から大原野で農業をスター

ト。オクラを中心に、少量多品目栽培を行う。



活動ミニ紹介

田中さんの野菜は、マルシェ大原野やイオンモール桂川のわくわく

広場などで購入可。2025年1月からは、京都市西京区にある就労継

続支援B型事業所Find Lifeと一緒に農福マルシェを開催。毎週月・

水曜日 10:00～16:00、事業所の軒先で朝採れ野菜を販売している。

◀農福マルシェの様子
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「
こ
の
地
域
に
出
会
え
た
か
ら
、
僕
は
今
、

農
業
を
で
き
て
い
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
」

畑
を
見
つ
め
て
そ
う
語
る
の
は
、
営
業
職

で
約
20
年
勤
め
た
製
薬
会
社
を
退
職
後
、

大
原
野
で
農
家
に
な
り
３
年
目
を
迎
え
た

田
中
秀
幸
さ
ん
。
J
A
が
「
京
お
く
ら
」

と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
名
で
産
地
化
を
進
め
て

い
る
オ
ク
ラ
を
中
心
に
、
様
々
な
野
菜
を

育
て
て
い
ま
す
。

「
農
業
に
必
要
な
も
の
は
何
も
持
っ
て
い

な
か
っ
た
で
す
」
と
い
う
田
中
さ
ん
は
、

ど
の
よ
う
に
し
て
農
家
に
転
身
し
た
の
で

し
ょ
う
。
簡
単
で
は
な
か
っ
た
そ
の
道
の

り
を
紐
解
き
ま
し
た
。

会
社
員
時
代
に
始
め
た
家
庭
菜
園

農
家
に
な
る
前
は
、
趣
味
で
家
庭
菜
園
を

し
て
い
た
田
中
さ
ん
。

「
京
都
で
暮
ら
し
始
め
る
ま
で
は
、
大
阪

の
豊
中
市
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
あ
る
と

き
、
市
の
広
報
誌
で
市
民
農
園
の
利
用
者

募
集
を
見
つ
け
て
、
な
ん
と
な
く
応
募
し

て
み
た
ん
で
す
。
人
気
で
な
か
な
か
当
た

ら
な
い
と
聞
い
て
い
た
の
で
す
が
、
運
よ

く
当
選
し
て
。
気
づ
い
た
ら
10
年
ほ
ど
家

庭
菜
園
を
続
け
て
い
ま
し
た
」

会
社
員
の
傍
ら
野
菜
作
り
を
楽
し
ん
で
い

た
と
こ
ろ
、
勤
め
先
で
大
規
模
な
人
員
削

減
の
ニ
ュ
ー
ス
が
持
ち
上
が
り
ま
し
た
。

「
4
年
前
の
こ
と
で
す
。
当
時
僕
は
49
歳
、

削
減
対
象
の
ど
真
ん
中
で
し
た
。
会
社
の

居
心
地
自
体
は
と
て
も
良
く
、
同
僚
は
み

ん
な
『
辞
め
た
く
な
い
』
と
言
っ
て
い
ま

し
た
が
、
僕
は
わ
り
と
あ
っ
さ
り
『
じ
ゃ

あ
辞
め
ま
す
』
と(

笑)

。
そ
れ
ま
で
に

転
職
の
経
験
も
あ
り
ま
し
た
し
、
会
社
の

役
に
立
て
な
い
な
ら
辞
め
よ
う
と
思
っ
て
」

驚
く
ほ
ど
決
断
と
行
動
が
早
い
田
中
さ

ん
。
会
社
に
退
職
の
意
向
を
伝
え
た
翌
日

に
は
休
み
を
と
っ
て
、
京
都
府
の
就
農
相

談
窓
口
へ
足
を
運
び
ま
し
た
。

ゼ
ロ
か
ら
農
業
を
始
め
る
難
し
さ
を
痛
感

「
家
庭
菜
園
で
野
菜
を
育
て
る
お
も
し
ろ

さ
を
知
り
、
次
の
仕
事
と
し
て
、
農
業
も

検
討
し
て
み
よ
う
と
窓
口
を
尋
ね
ま
し

た
。
京
都
に
行
っ
た
の
は
、
妻
の
仕
事
に

合
わ
せ
て
引
っ
越
し
予
定
だ
っ
た
京
都
市

内
で
農
業
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
」

し
か
し
、
そ
こ
で
わ
か
っ
た
こ
と
は
、
ゼ

ロ
か
ら
農
業
を
始
め
る
ハ
ー
ド
ル
の
高
さ

で
し
た
。

「
ま
ず
は
『
農
地
』、『
お
金
』、『
技
術
』

の
３
つ
が
必
要
だ
と
。
農
家
出
身
で
は
な

い
僕
に
は
『
農
地
』
は
も
ち
ろ
ん
あ
り
ま

せ
ん
し
、
当
面
の
生
活
費
や
設
備
投
資
の

た
め
の
『
お
金
』
も
十
分
に
あ
る
と
は
言

え
ま
せ
ん
。
家
庭
菜
園
レ
ベ
ル
の『
技
術
』

も
し
か
り
で
し
た
」

年
齢
的
に
も
今
か
ら
就
農
す
る
の
は
厳
し

そ
う
だ
と
感
じ
、
他
の
再
就
職
先
を
探
し

つ
つ
も
農
業
が
諦
め
き
れ
な
く
て
、
と
田

中
さ
ん
。
そ
こ
で
、
ま
ず
は
農
業
の
お
手

伝
い
を
さ
せ
て
も
ら
え
る
所
を
探
す
こ
と

に
し
ま
し
た
。

「
運
よ
く
妻
の
知
り
合
い
を
通
じ
て
、
大

原
野
で
畑
を
借
り
新
規
就
農
し
た
野
菜
農

家
さ
ん
と
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
そ
の
方
の
畑
で
週
3
日

お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に

な
っ
た
ん
で
す
」

念
願
の
京
都
市
内
で
農
業
を
学
ぶ
目
途
が

立
っ
た
田
中
さ
ん
。

「
退
職
の
意
向
を
伝
え
て
か
ら
、
３
ヵ
月

後
の
２
０
２
１
年
12
月
末
で
会
社
を
辞
め

て
、
年
明
け
早
々
、
１
月
４
日
に
は
畑
に

行
っ
て
い
ま
し
た
（
笑
）。
一
生
懸
命
、

も
う
必
死
で
学
び
ま
し
た
ね
。
お
手
伝
い

先
の
農
家
さ
ん
も
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
か
ら

農
家
に
な
っ
た
経
歴
を
お
持
ち
で
、
惜
し

み
な
く
ノ
ウ
ハ
ウ
を
教
え
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
僕
の
農
業
の
師
匠
で
す
」

ハ
ー
ド
ル
を
乗
り
越
え
て

そ
し
て
大
原
野
で
、
農
業
の
基
盤
と
な
る

農
地
も
、
想
定
よ
り
早
く
見
つ
け
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

「
京
都
府
の
相
談
窓
口
で
、
新
規
就
農
者

は
『
ま
ず
農
地
を
見
つ
け
な
さ
い
』
と
ア

ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
ま
し
た
。『
農
地
さ

え
見
つ
か
れ
ば
、
お
金
と
技
術
は
何
と
か

な
る
よ
』
と
。
あ
り
が
た
い
こ
と
に
、
師

匠
を
は
じ
め
地
域
の
方
が
探
し
て
く
だ
さ

り
、
１
月
に
お
手
伝
い
を
始
め
て
、
そ
の

年
の
３
月
に
は
農
地
を
借
り
る
こ
と
が
で

き
た
ん
で
す
」

夢
を
諦
め
な
か
っ
た
田
中
さ
ん
は
、
こ
う

し
て
ハ
ー
ド
ル
を
一
つ
ず
つ
乗
り
越
え
な

が
ら
着
実
に
歩
み
を
進
め
て
い
き
ま
し
た
。

「
お
手
伝
い
を
続
け
つ
つ
、
お
借
り
し
た

農
地
で
も
色
々
な
野
菜
を
作
り
な
が
ら
、

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
を
自
分
で
建
て
た
り
、

必
要
な
機
械
を
購
入
し
た
り
し
て
い
き
ま

し
た
」

師
匠
の
畑
で
１
年
間
学
び
、
そ
の
後
晴
れ

て
農
家
と
し
て
独
立
。
結
果
的
に
、
就
農

ま
で
も
の
す
ご
く
ス
ム
ー
ズ
で
し
た
ね
、

と
田
中
さ
ん
は
振
り
返
り
ま
す
。

「
ひ
と
え
に
た
く
さ
ん
の
方
の
助
け
に
恵

ま
れ
た
お
か
げ
で
す
。
色
々
な
方
が
親
身

に
な
っ
て
、
僕
が
農
業
で
生
き
て
い
け
る

よ
う
動
い
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
た
ま
た

ま
縁
が
つ
な
が
っ
て
や
っ
て
来
た
大
原
野

で
、
農
家
に
な
れ
て
本
当
に
良
か
っ
た
と

感
じ
て
い
ま
す
」

農
業
は
楽
し
い

就
農
3
年
目
を
迎
え
た
田
中
さ
ん
に
、「
野

菜
作
り
で
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
」
を
尋

ね
る
と
「
感
謝
の
気
持
ち
」
と
い
う
答
え

が
返
っ
て
き
ま
し
た
。

「
米
粒
や
豆
粒
サ
イ
ズ
の
小
さ
な
種
か
ら

グ
ン
グ
ン
大
き
く
育
っ
て
い
く
様
子
を
見

て
い
る
と
、
野
菜
は
『
生
き
物
』
だ
と
感

じ
ま
す
。
そ
う
し
て
で
き
た
も
の
を
、
枝

か
ら
も
ぎ
取
っ
た
り
、
土
の
中
か
ら
抜
い

た
り
す
る
瞬
間
に『
生
き
物
か
ら
食
べ
物
』

に
変
わ
る
わ
け
で
。
だ
か
ら
、
い
つ
も
感

謝
の
気
持
ち
を
持
っ
て
、
野
菜
を
育
て
て

大
切
に
収
穫
し
て
い
ま
す
」

と
は
い
え
、
オ
ク
ラ
の
最
盛
期
は
忙
し
す

ぎ
て
そ
ん
な
こ
と
も
言
っ
て
ら
れ
ま
せ
ん

が
、
と
笑
い
ま
す
。「
心
の
中
で
感
謝
は

伝
え
つ
つ
、
ハ
サ
ミ
で
ど
ん
ど
ん
切
っ
て

収
穫
し
て
い
き
ま
す(

笑)

。
基
本
ひ
と

り
で
作
業
を
し
て
い
る
の
で
、
時
間
は
い

く
ら
あ
っ
て
も
足
り
ま
せ
ん
。
特
に
最
盛

期
の
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
は
、
休
み
な
し

で
体
力
的
に
か
な
り
辛
い
部
分
も
あ
り
ま

す
。
昨
年
は
暑
さ
で
作
業
用
手
袋
の
中
で

手
が
蒸
れ
て
、
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
痒

み
に
襲
わ
れ
ま
し
た
。
汗
で
指
先
が
ふ
や

け
て
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
指
紋
認
証
が
で

き
な
く
な
り
ま
し
た
ね
」

栽
培
も
販
売
も
試
行
錯
誤
す
る
中
で
、
昨

年
か
ら
は
オ
ク
ラ
の
繁
忙
期
の
マ
ン
パ

ワ
ー
を
補
う
べ
く
、
地
域
の
就
労
支
援
事

業
所
の
方
に
仕
事
を
委
託
す
る
農
福
連
携

の
取
組
を
始
め
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
事
業

所
の
軒
先
で
野
菜
を
販
売
す
る
マ
ル
シ
ェ

の
取
組
も
ス
タ
ー
ト
。
こ
れ
は
事
業
所
の

運
営
者
か
ら
、「
オ
ク
ラ
の
収
穫
時
期
が

終
わ
っ
た
後
も
、
利
用
者
の
就
業
機
会
を

増
や
し
た
い
」
と
相
談
を
受
け
て
田
中
さ

ん
が
提
案
し
た
も
の
だ
そ
う
。

大
変
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
農
業
は
楽
し

い
で
す
よ
、
と
穏
や
か
に
微
笑
む
田
中
さ

ん
。
少
し
ず
つ
地
域
に
馴
染
み
な
が
ら
、

大
原
野
の
農
家
と
し
て
で
き
る
こ
と
を
増

や
し
つ
つ
あ
る
よ
う
で
す
。



かかし作り、たのしかったよ！

かかし作り、たのしかったよ！

かかしチームでは、これまで述べ1,500人以上のこどもの

みなさんと400体以上のかかしを作ってきました！

かかし作りの授業は、毎年とってもワイワイ賑やか。

これまでに参加いただいたみなさんの声をご紹介します♪

楽しかったよ！

ありがとう！

嬉しいなー！

いいなー！

かかし作り、たのしかったよ！

Zzzz.....

素敵な思い出！

楽しい！

みんなありがとう♪
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Landscape of Oharano － Bamboo forest －

『竹林と木漏れ日』

Landscape of Oharano － Bamboo shoots －

『たけのこシーズン到来！』
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先
代
か
ら
の
バ
ト
ン
を
つ
な
ぎ
、
地
域
と
と
も
に
あ
る
会
社
へ

有
限
会
社
上
田
製
作
所　

取
締
役　

上
田
健
太

Profile

上田健太（うえだけんた）

有限会社上田製作所取締役。1992 年大原

野生まれ。高校生までを大原野で過ごす。

神戸での大学生活、東京での会社員生活を

経て、結婚を機に家業を継ぐため 2022 年

に大原野へ U ターン。京都・滋賀を中心

とした若手後継者のコミュニティ「アトツ

ギラボ」に参加し、積極的に情報交換やイ

ベント参加を行っている。

「
生
ま
れ
育
っ
た
大
原
野
に
帰
っ
て
く
る

こ
と
を
、
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
」

笑
顔
で
そ
う
話
す
の
は
、
金
属
プ
レ
ス
加

工
を
専
門
と
す
る
有
限
会
社
上
田
製
作
所

４
代
目
の
上
田
さ
ん
。家
業
を
継
ぐ
た
め
、

３
年
前
に
勤
め
先
の
東
京
か
ら
Ｕ
タ
ー
ン

し
、
本
業
や
地
域
貢
献
に
つ
い
て
考
え
る

日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

一
度
離
れ
た
か
ら
こ
そ
見
え
た
大
原
野
の

魅
力
は
、
山
や
池
、
田
畑
が
広
が
る
自
然

豊
か
な
場
所
で
あ
り
な
が
ら
、
市
街
地
に

も
出
や
す
い
「
い
い
感
じ
の
田
舎
感
」。

幼
少
期
に
カ
ブ
ト
ム
シ
や
ザ
リ
ガ
ニ
を

採
っ
て
遊
ん
だ
時
の
景
色
が
今
も
残
る
大

原
野
に
、
可
能
性
を
感
じ
て
い
る
と
話
し

ま
す
。

大
原
野
一
筋
56
年
の
町
工
場
と
し
て

こ
の
地
で
、
１
９
６
９
年
に
創
業
し
た
上

田
製
作
所
。

「
金
属
線
を
切
っ
た
り
曲
げ
た
り
磨
い
た

り
す
る
仕
事
を
し
て
い
る
会
社
で
す
。
自

動
車
の
エ
ン
ジ
ン
な
ど
に
使
う
小
さ
な
部

品
を
、
精
度
高
く
量
産
す
る
こ
と
を
得
意

と
し
て
い
ま
す
」

半
世
紀
以
上
積
み
重
ね
て
き
た
実
績
は
折

り
紙
付
き
。
し
か
し
な
が
ら
、
は
じ
め
か

ら
今
の
仕
事
に
特
化
し
て
い
た
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
創
業
者
の
曾
祖
父
は
、
９
人
兄
弟
の
い

わ
ゆ
る
“
田
舎
の
長
男
”。
家
族
を
養
わ

な
け
れ
ば
と
、
豆
腐
屋
を
し
た
り
、
自
動

車
整
備
を
し
た
り
と
、
色
々
な
事
業
に
挑

戦
し
た
そ
う
で
す
。
そ
の
中
で
、
知
り
合

い
の
紹
介
で
始
め
た
金
属
加
工
の
仕
事
が

軌
道
に
乗
り
、
今
に
至
り
ま
す
」

創
業
時
か
ら
一
貫
し
て
大
切
に
し
て
き
た

こ
と
は
、
お
客
様
の
困
り
事
に
真
摯
に
向

き
合
う
こ
と
。

「
極
端
な
話
、
金
属
線
や
自
動
車
部
品
づ

く
り
に
こ
だ
わ
っ
て
は
い
な
い
ん
で
す
。

た
ま
た
ま
そ
う
い
う
も
の
を
扱
う
よ
う
に

な
り
、『
次
は
こ
ん
な
加
工
で
き
る
？
』

と
い
う
リ
ク
エ
ス
ト
に
対
し
て
、『
や
っ

て
み
ま
し
ょ
う
』
と
応
え
て
い
た
ら
事
業

が
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

地
域
に
雇
用
を
生
み
出
す
こ
と
に
も
つ
な

が
り
ま
し
た
。
家
族
だ
け
で
な
く
お
客
様

や
従
業
員
も
含
め
て
、
身
近
に
い
る
人
た

ち
を
幸
せ
に
し
よ
う
と
し
て
き
た
会
社
だ

と
、
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
見
て
感
じ
て
い

ま
す
」

「
人
」
や
「
働
く
」
と
い
う
言
葉
が
人
生

の
キ
ー
ワ
ー
ド

３
世
代
で
暮
ら
す
自
宅
の
す
ぐ
隣
に
工
場

が
あ
り
、
祖
父
や
父
が
働
く
姿
を
間
近
で

見
な
が
ら
育
っ
た
上
田
さ
ん
。
3
兄
弟
の

長
男
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、幼
い
頃
か
ら
、

い
つ
か
は
自
分
自
身
が
家
業
を
継
ぐ
こ
と

を
ぼ
ん
や
り
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
そ
う
。

そ
の
影
響
も
あ
っ
て
か
、「
人
」
や
「
働
く
」

こ
と
に
自
然
と
興
味
を
持
っ
て
い
た
と
振

り
返
り
ま
す
。

「
昔
か
ら
誰
か
と
一
緒
に
頑
張
る
こ
と
が

好
き
で
、高
校
ま
で
は
野
球
に
打
ち
込
み
、

大
学
生
に
な
っ
て
か
ら
は
ラ
ク
ロ
ス
部
で

汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。
大
学
で
人
間
行

動
学
を
学
ん
だ
後
、
将
来
家
業
を
継
ぐ
と

き
に
も
役
立
つ
だ
ろ
う
と
、
求
職
者
と
企

業
を
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
人
材
系
の
会
社
に

就
職
。
７
年
間
東
京
で
働
き
ま
し
た
。
営

業
担
当
に
な
っ
た
当
初
は
、
数
字
の
実
績

だ
け
を
見
て
仕
事
を
し
て
い
た
ん
で
す
。

す
る
と
、
あ
る
と
き
上
司
に
『
お
前
は
誰

の
た
め
に
仕
事
を
し
て
い
る
ん
だ
』
と
ひ

ど
く
叱
ら
れ
て
。
そ
れ
で
我
に
返
り
ま
し

た
。
職
を
求
め
て
い
る
人
、
働
き
手
を
求

め
て
い
る
企
業
双
方
に
喜
ん
で
も
ら
う
た

め
の
仕
事
な
の
に
、
数
字
だ
け
見
て
い
て

も
ダ
メ
だ
な
っ
て
」

時
に
は
、
新
人
の
自
分
よ
り
ず
っ
と
年
上

の
求
職
者
が
、
マ
ッ
チ
ン
グ
先
の
会
社
に

突
然
来
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
上
田
さ
ん

が
謝
り
に
行
く
こ
と
も
あ
っ
た
と
か
。

「
社
会
に
は
色
々
な
人
が
い
る
と
い
う
こ

と
と
、
誰
の
た
め
、
何
の
た
め
に
仕
事
を

す
る
の
か
を
考
え
る
大
切
さ
。
こ
の
2
つ

を
勤
め
先
で
学
ば
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
ね
」

会
社
は
「
人
」
で
で
き
て
い
る

東
京
で
の
経
験
を
糧
に
、上
田
さ
ん
は
今
、

父
と
二
人
三
脚
で
家
業
の
経
営
に
携
わ
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
キ
ー
ワ
ー
ド
は

や
は
り
「
人
」
だ
そ
う
。

「
今
は
技
術
面
の
勉
強
を
し
つ
つ
、
新
規

の
取
引
先
を
増
や
し
た
り
H
P
を
整
え

た
り
と
い
っ
た
営
業
や
広
報
の
仕
事
を
し

な
が
ら
、
会
社
を
色
々
な
方
に
知
っ
て
も

ら
う
こ
と
に
注
力
し
て
い
ま
す
。
と
い
う

の
も
、
日
本
全
体
で
人
口
が
減
っ
て
い
る

中
で
、働
き
手
と
な
る
『
人
』
の
確
保
が
、

今
後
ま
す
ま
す
課
題
に
な
っ
て
く
る
で

し
ょ
う
。『
人
』
な
く
し
て
、
会
社
は
成

り
立
ち
ま
せ
ん
。
僕
た
ち
の
仕
事
に
少
し

で
も
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
た
ら
と
、
工

場
見
学
ツ
ア
ー
や
イ
ベ
ン
ト
で
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
」

本
業
も
地
域
も
大
事
に
し
て
い
き
た
い

少
し
先
の
未
来
を
見
据
え
な
が
ら
、
一
つ

ず
つ
丁
寧
に
足
元
の
課
題
解
決
に
取
り
組

む
上
田
さ
ん
。

こ
れ
か
ら
の
会
社
の
展
望
に
つ
い
て
尋
ね

る
と
、
ま
っ
す
ぐ
な
答
え
が
返
っ
て
き
ま

し
た
。

「
ま
ず
は
、
本
業
の
金
属
加
工
の
仕
事
を

広
げ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
こ
れ
ま
で
の

営
業
活
動
を
通
じ
て
、
僕
た
ち
の
技
術
を

求
め
て
い
る
方
々
が
、
ま
だ
ま
だ
全
国
に

お
ら
れ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
と
い
う
の

も
、
モ
ノ
づ
く
り
で
有
名
な
東
大
阪
な
ど

は
今
、
高
齢
化
で
ど
ん
ど
ん
町
工
場
が
減

り
、
金
属
線
を
扱
え
る
と
こ
ろ
が
国
内
で

少
な
く
な
っ
て
い
る
ん
で
す
。
だ
か
ら
こ

そ
、
貴
重
な
技
術
を
持
っ
て
い
る
会
社
と

し
て
、
存
続
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。
一
方
で
新
し
い
こ
と
に
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
で
す
。
そ
の

た
め
に
も
、改
め
て
会
社
の
『
軸
』
を
し
っ

か
り
突
き
詰
め
て
言
葉
に
し
、『
上
田
製

作
所
っ
て
こ
う
い
う
会
社
で
す
』
と
い
う

こ
と
を
も
っ
と
発
信
し
て
い
き
た
い
で
す

ね
」

想
い
を
形
に
し
て
い
く
べ
く
、
経
営
者
や

跡
継
ぎ
の
集
ま
り
に
足
を
運
ぶ
中
で
、
上

田
さ
ん
に
は
新
た
な
気
づ
き
が
あ
り
ま
し
た
。

「
自
分
の
儲
け
だ
け
を
考
え
て
い
る
人
よ

り
、
地
域
と
関
わ
り
、
地
域
を
良
く
す
る

た
め
の
方
法
を
本
気
で
考
え
て
い
る
人
た

ち
に
対
し
て
、
と
て
も
か
っ
こ
よ
く
感
じ

た
ん
で
す
。
僕
自
身
、
地
域
の
た
め
に
何

か
を
し
た
い
と
い
う
想
い
が
あ
り
ま
す
。

僕
た
ち
の
会
社
が
50
年
以
上
続
い
て
こ
れ

た
の
は
、
地
域
の
方
々
の
理
解
や
協
力
が

あ
っ
て
こ
そ
。
そ
れ
を
胸
に
刻
ん
で
、
こ

れ
か
ら
上
田
製
作
所
が
や
る
べ
き
こ
と
を

見
つ
け
て
い
き
た
い
で
す
」

「
個
人
的
に
は
、
人
が
集
ま
っ
て
何
か
楽

し
い
こ
と
が
で
き
る
『
場
作
り
』
が
で
き

た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
上
田

さ
ん
。
町
工
場
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
を
大
切
に
し
つ
つ
、
そ
の
枠
に
と
ど

ま
ら
な
い
柔
軟
な
思
考
で
、
会
社
と
地
域

の
可
能
性
を
こ
れ
か
ら
も
探
っ
て
い
き
ま
す
。
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荒
廃
し
た
放
置
竹
林
を
整
備
し
、
自
然
環

境
の
保
全
を
め
ざ
す
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
理
事

と
し
て
、
草
刈
り
機
や
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を

手
に
ふ
る
さ
と
・
大
原
野
の
竹
林
と
向
き

合
う
日
々
を
送
る
物
部
さ
ん
。「
今
の
自

分
の
姿
は
想
像
も
し
て
い
な
か
っ
た
で

す
。
大
学
を
卒
業
し
た
後
は
、
ど
こ
か
の

会
社
に
就
職
す
る
道
を
歩
む
も
の
だ
と

思
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
」
と
笑
い
ま
す
。

竹
林
は
大
好
き
な
場
所

物
部
さ
ん
と
竹
林
の
出
会
い
は
、
小
学
生

の
頃
で
し
た
。

「
春
に
な
る
と
親
と
一
緒
に
、
祖
父
母
が

管
理
す
る
竹
林
へ
た
け
の
こ
の
収
穫
の
お

手
伝
い
に
行
く
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
す
。
祖
父
が
丁
寧
に
手
入
れ

し
た
竹
林
に
は
、
柔
ら
か
い
陽
射
し
が
差

し
込
み
、
笹
の
葉
が
サ
ワ
サ
ワ
と
風
で
揺

れ
る
音
や
明
る
い
鳥
の
さ
え
ず
り
が
聞
こ

え
ま
し
た
。
早
朝
の
キ
ン
と
冷
え
た
空
気

の
中
で
、
作
業
を
し
て
い
る
と
心
が
と
て

も
落
ち
着
き
ま
し
た
ね
」

手
伝
い
に
行
く
た
び
、
ど
ん
ど
ん
竹
林
が

好
き
に
な
っ
て
い
っ
た
と
振
り
返
り
ま

す
。

「
祖
父
母
は
、
私
が
来
る
と
大
喜
び
し
て

く
れ
ま
し
た
。
孫
の
中
で
私
だ
け
が
唯

一
、
朝
早
く
か
ら
喜
ん
で
作
業
に
来
て
い

た
よ
う
で
す
。
幼
か
っ
た
私
は
そ
ん
な
祖

父
母
の
姿
を
見
る
こ
と
が
う
れ
し
く
、
一

生
懸
命
手
伝
い
ま
し
た
。
早
起
き
も
体
を

動
か
す
こ
と
も
全
然
苦
で
は
な
か
っ
た
で

す
ね
。私
に
と
っ
て
竹
林
は
癒
し
で
あ
り
、

作
業
を
が
ん
ば
る
と
褒
め
て
も
ら
え
る
、

い
い
こ
と
だ
ら
け
の
場
所
だ
っ
た
ん
で
す

(

笑)

」

祖
父
の
姿
に
憧
れ
て

毎
年
竹
林
に
行
く
中
で
、
物
部
さ
ん
に
は

あ
る
想
い
が
湧
い
て
き
ま
し
た
。

「
収
穫
が
難
し
い
た
け
の
こ
を
、
土
の
中

か
ら
ス
ッ
と
掘
り
上
げ
る
祖
父
の
姿
が
と

て
も
カ
ッ
コ
よ
か
っ
た
ん
で
す
。
私
も
祖

父
み
た
い
に
掘
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
と

思
い
ま
し
た
」

熟
練
の
技
を
持
つ
お
じ
い
さ
ん
に
と
っ

て
、
農
業
は
生
き
が
い
と
言
え
る
、
か
け

が
え
の
な
い
も
の
で
し
た
。「
祖
父
は
大

人
し
い
性
格
の
私
と
は
真
逆
で
、
大
き
な

声
で
話
す
お
喋
り
な
人
。
幼
い
頃
は
そ
ん

な
祖
父
が
ち
ょ
っ
ぴ
り
怖
く
て
、
じ
っ
く

り
話
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
分
、

き
れ
い
に
管
理
さ
れ
た
竹
林
を
見
て
、
祖

父
の
想
い
を
感
じ
と
っ
て
い
ま
し
た
ね
。

祖
母
か
ら
も
『
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
農
作
業

が
好
き
で
、竹
林
や
畑
に
毎
日
足
を
運
び
、

雑
草
を
抜
い
た
り
土
を
耕
し
た
り
し
て
い

る
ん
だ
よ
』
と
い
う
話
を
よ
く
聞
い
て
い

ま
し
た
」

祖
父
と
の
印
象
的
な
思
い
出
が
あ
っ
て
、

と
物
部
さ
ん
は
続
け
ま
す
。「
た
け
の
こ

を
掘
る
練
習
を
始
め
た
小
学
校
高
学
年
く

ら
い
の
と
き
で
し
た
。
祖
父
が
私
の
心
臓

辺
り
を
指
し
て
『
た
け
の
こ
も
人
間
と
同

じ
よ
う
に
生
き
て
い
る
ん
や
。
そ
う
思
っ

て
掘
る
の
が
大
事
や
で
』
と
、
教
え
て
く

れ
た
ん
で
す
。
そ
れ
が
と
て
も
心
に
響
い

て
。
今
で
も
た
け
の
こ
を
掘
る
た
び
に
、

そ
の
言
葉
を
思
い
出
し
て
い
ま
す
」

人
生
の
方
向
転
換

お
じ
い
さ
ん
を
め
ざ
し
て
、
た
け
の
こ
を

堀
る
練
習
に
励
み
つ
つ
も
、
自
身
が
後
継

者
に
な
る
こ
と
は
全
く
考
え
て
い
な
か
っ

た
と
話
す
物
部
さ
ん
。
将
来
は
幼
稚
園
か

ら
習
っ
て
い
た
英
語
を
生
か
し
た
仕
事
に

就
く
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
…
「
語
学
力
を
伸
ば
す
た
め
進

ん
だ
大
学
で
、
周
り
は
自
分
よ
り
は
る
か

に
英
語
が
で
き
る
人
ば
か
り
で
し
た
。
ス

キ
ル
不
足
を
痛
感
し
な
が
ら
、
就
職
活
動

を
ス
タ
ー
ト
し
、『
私
が
や
り
た
い
こ
と
っ

て
な
ん
だ
ろ
う
？
』と
悩
ん
で
し
ま
っ
て
」

同
級
生
の
就
職
が
ど
ん
ど
ん
決
ま
り
、
焦

り
だ
け
が
募
っ
て
い
く
中
、
大
学
4
年
生

の
夏
に
物
部
さ
ん
の
祖
父
が
他
界
し
ま
し

た
。

「
ふ
と
、『
祖
父
と
の
思
い
出
が
つ
ま
っ
た

竹
林
は
こ
の
先
誰
が
管
理
し
て
い
く
ん
だ

ろ
う
？
』
と
考
え
た
ん
で
す
。
そ
し
て
自

分
が
こ
れ
か
ら
や
る
べ
き
こ
と
は
、
祖
父

に
代
わ
っ
て
大
原
野
の
竹
林
や
田
畑
を

守
っ
て
い
く
こ
と
で
は
な
い
か
と
い
う
想

い
が
だ
ん
だ
ん
と
強
く
な
り
ま
し
た
。
祖

父
の
亡
き
後
、
父
た
ち
が
管
理
し
て
い
る

農
地
を
、
孫
の
私
も
受
け
継
い
で
い
き
た

い
、
そ
の
た
め
に
就
職
活
動
を
や
め
、
農

業
に
専
念
し
よ
う
と
決
め
ま
し
た
。
急
な

進
路
の
方
向
転
換
に
不
安
は
あ
り
ま
し
た

が
、
恐
る
恐
る
親
に
想
い
を
打
ち
明
け
た

と
こ
ろ
、『
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
や

れ
ば
い
い
』
と
背
中
を
押
し
て
も
ら
え
た

こ
と
で
、
気
持
ち
が
固
ま
り
ま
し
た
ね
」

地
域
の
方
た
ち
と
楽
し
み
な
が
ら

現
在
、
物
部
さ
ん
は
縁
あ
っ
て
地
元
・
大

原
野
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で
、
竹
林
整
備
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
の
運
営
な

ど
の
様
々
な
業
務
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

「
私
た
ち
が
め
ざ
し
て
い
る
の
は
、『
放
置

竹
林
ゼ
ロ
』
で
す
。
竹
は
繁
殖
力
が
強
い

の
で
、
手
入
れ
さ
れ
な
く
な
っ
た
竹
林
は

瞬
時
に
荒
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
祖
父
を
は

じ
め
、
先
人
の
方
た
ち
が
大
切
に
守
っ
て

き
た
大
原
野
の
竹
林
を
、
私
は
全
部
守
っ

て
い
き
た
い
。
そ
う
本
気
で
思
っ
て
い
ま

す
」
と
力
を
込
め
て
話
し
ま
す
。

竹
林
所
有
者
の
高
齢
化
が
進
み
、
竹
林
を

整
備
で
き
る
人
材
の
育
成
が
急
務
に
な
っ

て
い
る
今
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
は
一
人
で
も
多
く

担
い
手
を
増
や
す
べ
く
、
竹
灯
籠
を
作
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
竹
を
使
っ
た
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、
活
動
の

P
R
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
放
置
竹
林
と
い
う
地
域
課
題
に
対
し
て

私
た
ち
Ｎ
Ｐ
Ｏ
だ
け
で
取
り
組
む
の
で
は

な
く
、
地
域
の
方
た
ち
と
一
緒
に
、
楽
し

み
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
大
切

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
色
々

な
機
会
を
作
っ
て
、
た
く
さ
ん
の
人
た
ち

と
交
流
し
て
い
き
た
い
で
す
」

「
仏
壇
の
前
で
、
祖
父
に
活
動
報
告
を
し

て
い
る
ん
で
す
」
と
微
笑
む
物
部
さ
ん
。

「
今
は
竹
で
手
一
杯
で
す
が
、
ゆ
く
ゆ
く

は
田
ん
ぼ
や
畑
の
こ
と
も
学
ん
で
い
き
た

い
で
す
」
と
夢
を
携
え
、
今
日
も
大
原
野

の
竹
林
に
向
か
い
ま
す
。

原
点
は
祖
父
と
の
思
い
出
。
大
切
な
大
原
野
の
竹
林
を
守
り
た
い
。

N
P
O
法
人
京
都
発
・
竹
・
流
域
環
境
ネ
ッ
ト
理
事　

物
部
瑳
也

Profile

物部瑳也（ものべさや）

NPO 法人 京都発・竹・流域環境ネット理

事。1996 年大原野生まれ。幼少期から祖

父母の竹林に通っていた経験が礎となり、

現在、放置竹林という地域課題の解決に携

わる。将来的には、家業の農業を継いでい

くことをめざしている。



活動ミニ紹介

放置竹林ゼロをめざし、活動のすそ野を広げるべく、門松づくりや

竹箸づくりのワークショップ、竹灯籠を使ったライトアップなど、

年間を通して様々な活動を実施。また、情報発信にも力を入れている。

最新の活動情報は、ブログ（https://kyototakenet.hatenablog.com/）や

Instagram（@kyoto.takenet）からチェック！

NPO法人京都発・竹・流域環境ネット

〒610-1133　京都市西京区大原野小塩町 73-1
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『もうすぐ収穫』
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自
然
と
人
々
の
暮
ら
し
が
混
ざ
り
、
醸
し
出
さ
れ
る
ま
ち
の
魅
力
に
惹
か
れ
て

京
都
市
認
定
通
訳
ガ
イ
ド
・
翻
訳
者
・
大
学
英
語
講
師　

俣
野
麻
子

Profile

俣野麻子（またのあさこ）

1978 年京都市生まれ。滋賀や大阪での暮

らしを経て、2013 年に大原野へ移住。フ

リーランスの京都市認定通訳ガイドとし

て、日々、海外からの旅行客を京都市内各

所へ案内している。

大
原
野
西
部
、
な
だ
ら
か
な
稜
線
が
広
が

る
小
塩
山(

お
し
お
や
ま)

。

麓
の
集
落
に
あ
る
、
瓦
屋
根
の
民
家
で
出

迎
え
て
く
れ
た
の
は
、
大
原
野
に
移
住
し

て
12
年
目
に
な
る
俣
野
さ
ん
。

「
い
ま
だ
に
毎
日
の
よ
う
に
思
っ
て
い

る
ん
で
す
、『
こ
こ
に
来
て
よ
か
っ
た

な
ぁ
』
っ
て
」

家
を
眺
め
、
し
み
じ
み
と
語
る
そ
の
表
情

か
ら
、
大
原
野
で
の
暮
ら
し
を
こ
よ
な
く

愛
し
て
い
る
様
子
が
伝
わ
り
ま
す
。
自
然

豊
か
な
環
境
と
街
な
か
に
出
や
す
い
利
便

性
な
ど
か
ら
、
移
住
者
も
多
い
大
原
野
。

「
こ
の
ま
ち
の
空
気
や
土
地
柄
が
、
私
に

は
よ
く
合
う
よ
う
で
す
」
と
自
然
体
で
話

す
俣
野
さ
ん
は
、
ど
の
よ
う
に
大
原
野
で

過
ご
し
て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。

人
と
の
つ
な
が
り
が
あ
る
暮
ら
し
を
求
め
て

大
原
野
に
来
る
前
は
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ

ザ
イ
ナ
ー
で
あ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
の

夫
・
ダ
ン
カ
ン
さ
ん
と
、
大
阪
府
高
槻
市

の
マ
ン
シ
ョ
ン
に
暮
ら
し
て
い
た
俣
野
さ

ん
。「
駅
近
な
が
ら
周
囲
に
は
田
ん
ぼ
が

あ
り
、
の
ど
か
な
場
所
で
し
た
。
た
だ
、

賃
貸
だ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
周
囲
と

の
関
係
性
が
薄
い
生
活
が
私
た
ち
夫
婦
に

は
寂
し
く
て
。
も
っ
と
周
り
の
人
と
つ
な

が
り
を
持
て
る
場
所
で
暮
ら
し
た
い
と
思

い
、移
住
を
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

そ
こ
で
移
住
先
の
候
補
と
し
て
頭
の
中
に

浮
か
ん
だ
の
が
、
以
前
訪
れ
た
大
原
野
で

し
た
。

「
勝
持
寺(

し
ょ
う
じ
じ)

と
い
う
桜
の

名
所
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
夫
婦
で
大
原

野
へ
足
を
運
ん
だ
こ
と
が
あ
っ
た
ん
で

す
。
田
園
風
景
が
広
が
る
落
ち
着
い
た
ま

ち
の
雰
囲
気
が
と
て
も
良
く
、
夫
と
『
こ

ん
な
と
こ
ろ
に
住
め
た
ら
い
い
ね
』
と
話

し
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
て
。
ふ
と
大

原
野
の
物
件
情
報
を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
検
索
し
て
み
た
ん
で
す
」

そ
こ
で
、
俣
野
さ
ん
に
運
命
の
出
会
い
が

待
っ
て
い
ま
し
た
―
―
。

と
に
か
く
こ
の
家
に
住
み
た
い
！

「
検
索
結
果
の
中
に
、
こ
の
家
の
情
報
が

あ
っ
た
ん
で
す
。
で
す
が
、
販
売
価
格
が

予
算
オ
ー
バ
ー
し
て
い
て
、
駅
か
ら
遠
く

立
地
も
不
便
で
し
た
。
移
住
先
に
は
で
き

な
い
か
な
と
思
い
つ
つ
、
試
し
に
内
覧
へ

行
っ
て
み
る
こ
と
に
。
玄
関
に
入
っ
て
家

の
中
を
眺
め
た
瞬
間
、『
こ
こ
に
住
み
た

い
！
』
と
、
強
く
思
っ
た
ん
で
す
」

理
由
は
う
ま
く
説
明
で
き
な
い
の
で
す
が

…
と
、
当
時
の
心
境
を
振
り
返
る
俣
野
さ

ん
。

「
2
階
か
ら
見
え
た
美
し
い
山
並
み
の
景

色
に
も
ぐ
っ
と
心
を
掴
ま
れ
て
。
み
る
み

る
予
算
や
ア
ク
セ
ス
の
マ
イ
ナ
ス
面
は
忘

れ
て
し
ま
い
ま
し
た(

笑)

」

合
理
的
思
考
の
ダ
ン
カ
ン
さ
ん
も
、
は
じ

め
は
条
件
面
で
し
ぶ
っ
て
い
た
も
の
の
、

こ
の
家
に
惹
か
れ
る
も
の
が
あ
っ
た
よ

う
。
ほ
ど
な
く
し
て
、
二
人
で
こ
こ
に
移

り
住
む
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

「
人
と
の
つ
な
が
り
を
求
め
て
の
移
住
な

の
に
、
ご
近
所
さ
ん
た
ち
の
こ
と
を
全
然

知
ら
ず
に
来
て
し
ま
っ
た
と
い
う(

笑)

。

今
思
い
返
す
と
、
賭
け
だ
っ
た
な
ぁ
と
感

じ
ま
す
。
普
段
の
私
は
わ
り
と
慎
重
に
考

え
て
動
く
タ
イ
プ
で
す
が
、
移
住
に
関
し

て
は
、『
と
こ
か
く
こ
こ
だ
』
と
い
う
直

感
で
決
め
て
し
ま
い
ま
し
た
ね
」

地
域
の
人
た
ち
と
つ
な
が
る
た
め
に

こ
う
し
て
一
軒
の
古
民
家
に
引
き
寄
せ
ら

れ
て
始
ま
っ
た
大
原
野
で
の
暮
ら
し
。
そ

こ
に
は
俣
野
さ
ん
が
求
め
て
い
た
、
人
と

つ
な
が
り
を
深
め
る
機
会
が
、
た
く
さ
ん

あ
り
ま
し
た
。

「
地
域
に
早
く
な
じ
む
た
め
に
も
、『
な
ん

で
も
や
り
ま
す
！
』と
い
う
マ
イ
ン
ド
で
、

夫
婦
で
運
動
会
に
参
加
し
た
り
、
自
治
会

の
役
を
引
き
受
け
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
中
で
隣
人
の
ご
家
族
に
は
、
と
て
も

親
切
に
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
引
っ
越

し
後
の
挨
拶
を
し
た
の
が
年
末
だ
っ
た
の

で
す
が
、
数
日
後
に
あ
る
餅
つ
き
大
会
に

誘
っ
て
く
だ
さ
っ
て
。
喜
ん
で
行
く
と
、

そ
の
場
で
た
く
さ
ん
の
人
を
紹
介
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
す
ぐ
近
く
に
そ
う
し
た

方
が
い
て
、
本
当
に
恵
ま
れ
て
い
た
な
ぁ

と
感
じ
ま
す
」

折
し
も
、
移
住
と
ほ
ぼ
同
じ
タ
イ
ミ
ン
グ

で
、
地
域
活
性
化
を
め
ざ
す
大
原
野
「
地

域
ブ
ラ
ン
ド
」
戦
略
が
ス
タ
ー
ト
。
ダ
ン

カ
ン
さ
ん
が
デ
ザ
イ
ン
の
ス
キ
ル
を
生
か

し
て
取
組
に
関
わ
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
地

域
の
人
た
ち
と
の
つ
な
が
り
が
広
が
っ
て

い
き
ま
し
た
。

大
原
野
の
魅
力
を
伝
え
て
い
き
た
い

ま
た
自
ら
も
、
自
宅
で
映
画
上
映
会
や

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
の
交
流
会
を
企
画
し

つ
つ
、
人
と
の
出
会
い
を
楽
し
む
日
々
を

重
ね
て
き
た
俣
野
さ
ん
。「
も
う
す
っ
か

り
大
原
野
が
私
の
“
ホ
ー
ム
”
で
す
」
と

話
し
ま
す
。

「
例
え
ば
外
出
先
か
ら
家
に
向
か
っ
て

帰
っ
て
い
る
と
、
小
塩
山
が
、『
お
か
え

り
』
と
呼
び
か
け
て
く
れ
て
い
る
よ
う
な

気
が
す
る
ん
で
す
。
大
原
野
に
対
し
て
、

は
じ
め
は
『
い
い
と
こ
ろ
だ
な
ぁ
』
と
ぼ

ん
や
り
感
じ
て
い
た
だ
け
だ
っ
た
の
が
、

10
年
間
で『
こ
こ
が
私
の
居
場
所
な
ん
だ
』

と
い
う
実
感
に
変
わ
っ
た
気
が
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
が
“
ホ
ー
ム
”
だ
と
感
じ
る
理

由
な
の
か
な
と
。そ
れ
は
夫
も
同
じ
で
す
。

先
日
、
生
ま
れ
故
郷
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
帰
省
か
ら
戻
っ
た
際
に
、『
大
原
野
が

自
分
の
ホ
ー
ム
だ
』
と
話
し
て
い
ま
し
た

ね(

笑)

」

そ
の
心
境
の
変
化
は
、
俣
野
さ
ん
と
ダ
ン

カ
ン
さ
ん
が
大
原
野
に
根
を
張
り
つ
つ
あ

る
と
い
う
こ
と
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
は
通
訳
ガ
イ
ド
と
い
う
仕
事
を

生
か
し
て
、
大
原
野
で
色
々
な
こ
と
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
た
い
で
す
、
と
俣
野

さ
ん
。

「
四
季
折
々
に
あ
る
大
原
野
の
魅
力
を
地

域
内
外
の
人
た
ち
に
も
っ
と
伝
え
た
い
で

す
。
特
に
長
年
大
原
野
で
暮
ら
し
て
い
る

人
た
ち
が
、
大
原
野
の
良
さ
を
知
ら
な
い

よ
う
に
感
じ
る
の
が
残
念
で
。
引
っ
越
し

当
初
は
、『
何
も
な
い
と
こ
ろ
な
の
に
ど

う
し
て
来
た
の
』
と
よ
く
周
り
の
人
に
不

思
議
が
ら
れ
ま
し
た
。
そ
う
し
た
人
と
大

原
野
に
訪
れ
た
人
を
つ
な
ぎ
つ
つ
、
お
互

い
に
大
原
野
の
魅
力
を
知
る
機
会
を
作
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

様
々
な
市
町
村
が
移
住
の
取
組
に
力
を
入

れ
て
い
る
昨
今
。
移
住
希
望
者
と
移
住
先

と
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
避
け
る
た
め
、
お
試

し
移
住
な
ど
の
仕
組
み
も
充
実
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
が
正
攻
法
と
は

限
り
ま
せ
ん
。
俣
野
さ
ん
と
大
原
野
の
関

係
か
ら
、
自
分
自
身
の
感
覚
を
信
じ
て
移

住
先
を
選
び
、
そ
の
後
か
ら
丁
寧
に
地
域

へ
な
じ
ん
で
い
く
―
―
そ
ん
な
移
住
の
し

か
た
も
あ
る
と
い
う
ヒ
ン
ト
を
も
ら
い
ま

し
た
。



つ
な
ぐ
・
つ
な
が
る
「
大
原
野
」
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
ス
タ
ー
ト
！

〜
な
ん
や
か
ん
や
「
大
原
野
」
推
進
協
議
会
が
こ
れ
か
ら
し
て
い
く
こ
と
〜

西山連峰の麓に広がる四季折々の田園風景や、数多くの寺

社や史跡とともに、先人から連綿と受け継がれてきたまち、

大原野。

大原野は、古から現在に至るまで様々な人が集い、長く栄えてきました。

自然の恵み豊かなこの土地を耕し、暮らしを営み、今日の大原野をつくっ

ている人たち。

大原野に魅かれ、「この場所で新しく何かをしていきたい」と考えている

人たち。

今、大原野では、こうした人たちが出会い、ゆるやかなつながりが生まれ

つつあります。

大原野に暮らす人も大原野に関わる人も、混ざり合い、語り合い、関わり

合うことで、何かが始まるかもしれません。

そんな可能性に期待し、大原野のより良い「未来」をめざして、ひとやコ

トのつながりが連鎖し、色々な取組がポコポコと生まれ、なんやかんや！

と活気のある大原野が、これからも続くことをめざしたい――。

そのためには、長い歴史の中で形づくられてきた大原野の風土や文化に敬

意を払いながら、一人ひとりが大原野の「今」を楽しむことが大切だと考

えます。

一人ひとりの「今」が積み重なり、大原野の「未来」がつくられていきます。

もちろん、「失敗」も、未来をつくる大切な「今」の要素です。

時には何かに挑戦したり、誰かの活動を応援したりしながら「今」を楽しみ、

なんやかんや！と活気ある大原野を、大原野に集う私たちみんなでつくっ

ていきましょう。

将来像を実現するために、なんやかんや「大原野」推進協議会は、これまでの活動の「担

い手」から活動の「つなぎ手」へ役割を変えていきます。

大原野を愛する人たち同士がつながり、やりたいことを実現したり、課題を解決したりす

ることを、協議会が応援し、大原野がより一層、活気ある魅力的な地域になっていくこと

をめざします。

10
年
間
の
取
組
を
終
え
て
、大
原
野「
地
域
ブ
ラ
ン
ド
」戦
略
は
、次
の
ス
テ
ッ
プ
に
進
ん
で
い
き
ま
す
。

２
０
２
５
年
か
ら
は
新
た
に
、つ
な
ぐ
・
つ
な
が
る
「
大
原
野
」
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ス
タ
ー
ト
。

こ
れ
か
ら
め
ざ
し
て
い
き
た
い
大
原
野
の
将
来
像
を
、
次
の
よ
う
に
表
現
し
ま
し
た
。

大原野「地域ブランド」戦略やつなぐ・つながる「大原野」づくりプロジェクト

の詳細は、こちらからご覧ください！

活動ミニ紹介

俣野さんとダンカンさんが立ち上げた、大原野とその周辺の情報を

発信するローカルメディア。「一過性ではなく、長く役立つ情報を

お届けする」ことをコンセプトに、大原野を巡るおすすめルート等

を発信している。

サイトはこちらからチェック！
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